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愛媛県におけるオオスミコガネグモの追加記録 

原 有助 1・2・松岡基憲 1・村上 裕 1 

 
1愛媛県立衛生環境研究所生物多様性センター   2愛媛大学農学部生物有機化学研究室   

 

種の記録 

Araneidae コガネグモ科 

Argiope ocula Fox, 1938  

オオスミコガネグモ（写真 1a－d） 

標本 愛媛県立衛生環境研究所生物多様性センタ

ー標本（BCEJ-Arthro）00057－00058．18 ⅷ 2026．

愛媛県宇和島市津島町後．2♀（成体）．体長 18.6 

mmおよび 22.8mm．原 有助・松岡基憲採集．  

種の特徴 

メスの体長 20.0mm 前後，体色は背甲が褐色で白毛

が生え，腹部は細長く，上面は黄褐色で，前方に黄

色の横線，側方には黄色と黒色の三日月形の斑紋が

ある．本種のメスは腹部が縦に細長いことと独特の斑

紋によって同属の他種から容易に区別できるため本

種と同定した（谷川，2007）．  

備考 

本種はこれまでに国内では九州南部および薩南諸島

のみで確認されていたが（谷川，2007），近年北上傾

向にあることが知られている（山下，2022；芹田，

2024；山佐・鈴木，2026）．四国では 2024 年になっ

て，7 月に愛媛県，同年 9 月に高知県で確認されて

おり，愛媛県内における記録は伊方町の 2 例のみ，

いずれもメス成体1個体の確認であった（猪野，2025；

鈴木ほか，2026）．今回，新たに宇和島市に位置する

足摺宇和海国立公園外の由良半島北西部におい

て，計 3個体を同一地点で確認した（写真 1，ただし，

写真 1dのメス亜成体は撮影のみに留めた）．  
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写真１ Argiope ocula オオスミコガネグモ  

a．♀背面側，b．外雌器（BCEJ-Arthro 00057）．

c．生態写真（BCEJ-Arthro 00058）．d．生態写真

（同一日に確認した♀亜成体）．スケールバー：

a 1cm，b 0.5mm．撮影：原 有助．                          

南予生物研究会 
–since 1984– 

ISSN 2758-3171 


